
大
村
湾
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

【
東
彼
杵
町
長
】湾
流
域
自
治
体
な

ど
で
連
携
し
、冬
場
の
水
田
に
水

を
張
る
こ
と
で
地
下
水
の
増
加
を

図
り
た
い
。ま
た
、大
村
湾
に
砂
浜

を
復
活
さ
せ
る「
里
海
づ
く
り
」、

港
湾
を
有
効
活
用
す
る
た
め
大
村

湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
提
案
す
る
。

【
川
棚
町
長
】こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
資
源
を
町
単
独
で
情
報
発

信
し
て
き
た
が
、「
大
村
湾
地
域
」

で
連
携
し
て
観
光
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す

れ
ば
効
果
が
高
ま
る
。

【
波
佐
見
町
長
】農
業
と
窯
業
が
基

幹
産
業
で
あ
っ
た
が
、近
年
観
光

に
力
を
入
れ
て
い
る
。町
の
知
名

度
を
上
げ
、人
、物
、金
、情
報
が
集

ま
る
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
こ
と
で
、湾
流
域
の
活
性
化

に
寄
与
し
た
い
。

【
佐
世
保
市
長
】ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

を
核
と
し
た
、観
光
戦
略
を
県
全

体
で
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、カ
キ
殻
を
活
用
し
た
水
質

浄
化
や
ア
サ
リ
の
養
殖
を
湾
内
に

広
げ
、「
大
村
湾
ア
サ
リ
」を
全
国

的
ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
い
き
た
い
。

【
西
海
市
長
】大
村
湾
で
取
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
商
品
の
販
売
利
益
を
、

大
村
湾
の
環
境
保
全
活
動
に
充
て

る
循
環
型
活
動
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。ま
た
、大
村
湾
を
代
表
す
る
ス

ナ
メ
リ
や
ハ
マ
ボ
ウ
の
保
護
も
あ

わ
せ
持
続
的
な
環
境
保
全
を
図
り

た
い
。

【
長
崎
市
長
】大
村
湾
の
資
源
を
活

用
し
た
動
き
を
１
つ
先
に
進
め
る

た
め
に
は
、全
体
的
な
視
点
で
捉

え
る
必
要
が
あ
る
。各
自
治
体
の

活
動
を
集
め
一
緒
に
行
え
ば
次
の

ス
テ
ッ
プ
が
見
え
、い
ろ
い
ろ
な

動
き
が
生
ま
れ
て
く
る
。

【
時
津
町
長
】大
村
湾
の
海
底
の
浄

化
や
水
質
の
保
全
が
重
要
で
あ

る
。ま
た
、時
津
町
で
は
黒
ナ
マ
コ

を
６
次
産
業
化
し
て
販
売
ま
で
つ

な
げ
て
い
る
が
、水
産
資
源
の
６

次
産
業
化
や
、大
村
湾
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

【
長
与
町
長
】貧
酸
素
を
解
消
す
る

環
境
対
策
、ペ
ー
ロ
ン
を
使
っ
た

観
光
振
興
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、大
村
湾
を
地
域
振
興
の
拠

点
と
し
て
地
元
産
品
の
６
次
産
業

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。そ
の
た

め
に
も
大
村
湾
を
浄
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

【
諫
早
市
長
】現
在
、県
の
観
光
と

い
え
ば
、ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
や
長

大
村
湾
サ
ミ
ッ
ト

大村湾サミット

渡邉　悟　氏 
東彼杵町長

松本　崇　氏 
大村市長

朝長　則男　氏 
佐世保市長

宮本　明雄　氏 
諫早市長

一瀬　政太　氏 
波佐見町長

吉田　愼一　氏 
長与町長

田中　隆一　氏 
西海市長

田上　富久　氏
長崎市長

吉田　義德　氏 
時津町長

山口　文夫　氏 
川棚町長

大 村 湾サミット
　8月16日（土）に、大村湾流域自治体５市５町の広域的な連携と交流を促進し、地域の活性化を進
めるため、さくらホールで「大村湾サミット」を開催。会場には、500人近くの来場があり、大村湾の活性
化などについて各首長が見解を示しました。

「
夢
を
実
現
さ
せ
る
志
と
実
行
力
」 

崎
市
で
あ
る
が
、そ
れ
を
線
で
つ
な

げ
て
地
域
ま
で
拡
大
し
、県
全
体

の
活
性
化
に
つ
な
げ
、全
体
で
浮

揚
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
大
村
市
長
】大
村
湾
に
住
民
が

も
っ
と
触
れ
合
う
機
会
を
つ
く

り
、美
し
く
し
た
い
と
い
う
意
識

を
高
め
て
浄
化
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、大
村
湾
魚
介
類
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
自
転
車
で
湾
を
一
周
す
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
た
い
。

大
村
湾
を
活
か
し
て
い

く
上
で
必
要
な
こ
と

【
長
崎
市
長
】行
政
主
体
で
は
な

く
、大
村
湾
に
関
心
の
あ
る
民
間

団
体
や
企
業
、大
学
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
人
が
集
ま
り
、湾
の
活
用
を

考
え
て
い
く
中
で
、徐
々
に
愛
着

が
わ
き
、ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
ん
で

い
く
の
で
は
な
い
か
。

【
大
村
市
長
】大
村
湾
横
断
道
路
を

建
設
し
た
い
。実
現
す
れ
ば
日
本
初
、

世
界
一
の
長
さ
の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

ブ
リ
ッ
ジ
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

海
を
使
っ
た
交
通
イ
ン

フ
ラ
に
つ
い
て

【
佐
世
保
市
長
】長
崎
空
港
を
い
か

に
活
用
す
る
か
。韓
国
、中
国
か
ら

の
観
光
客
を
誘
致
し
、長
崎
空
港

か
ら
県
内
、九
州
各
地
に
送
り
出

す
た
め
の
ア
ク
セ
ス
が
重
要
と
な

る
。海
路
や
航
空
路
な
ど
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
。

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー:

菊
森
淳
文
氏
】

　
　
　な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所
所
長

　
湾
流
域
自
治
体
が
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
、「
大
村
湾
は
一

つ
」を
合
言
葉
に
連
携
し
、全
国
的

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、県
の
発

展
に
向
け
た
行
動
を
起
こ
す
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

基
調
講
演

大村湾フェスタ
8月17日㈰

　シーハットおおむらで大村
湾フェスタを開催しました。会
場ではステージイベントや各
市町のスイーツ、物産の販売な
どがあり、多くの家族連れでに
ぎわいました。また、大村湾ク
ルーズ、少年少女スポーツ大会
も同時開催。大村湾を通して流
域自治体の皆さんと交流を深
めました。

※このイベントは自治
　総合センターの宝く
　じ助成金を活用して実施しました。

し 

つ 

い 

た 

い 

ぜ 

ん

澤田　秀雄　氏
ハウステンボス株式会社　

代表取締役社長　

　
地
域
の
活
性
化
と
夢

を
い
か
に
し
て
実
現
さ

せ
る
か
、一
番
に
大
切

な
こ
と
は「
夢
、目
標
を

き
ち
ん
と
持
つ
」こ
と
。

漠
然
と
し
た
夢
で
は
な

く
、目
を
つ
ぶ
れ
ば
す

ぐ
に
思
い
描
け
る
よ
う

な
明
確
な
夢
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
次
に
、「
強
い
意
欲
を
持
ち
明
る
く
元
気
に
や
る
こ
と
」で
す
。夢
を
実

現
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、失
敗
や
問
題
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
。中
国
に『
失
意
泰
然
』と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、問

題
や
失
敗
が
起
き
た
と
き
こ
そ
明
る
く
元
気
に
や
る
こ
と
で
早
く
立
ち

直
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。こ
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
れ
ば

必
ず
夢
を
実
現
で
き
ま
す
。

　
最
後
に
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」で
す
。ル
ー
ル
に
と
ら
わ
れ
た
り
失
敗
を
恐

れ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
こ
と
が
多
い
。し
か
し
、時
代
の
変
化
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
新
し
い
物
を
生
み
出
さ
な
い
と

い
け
な
い
。私
は
失
敗
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。た
だ
、失
敗
を
失
敗
と

し
て
終
わ
ら
せ
ず
、改
善
し
て
成
功
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。

　
民
間
事
業
で
も
地
域
で
も
同
じ
で
す
が
、こ
こ
で
し
か
や
っ
て
い
な
い

こ
と
、で
き
な
い
こ
と
を「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」と
し
て
見

つ
け
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。（
要
約
）

大村湾流域自治体の首長が語る～大村湾を活かしたまちづくり～大村湾流域自治体の首長が語る～大村湾を活かしたまちづくり～
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を

図
り
た
い
。ま
た
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に
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有
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め
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を
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、「
大
村
湾
地
域
」

で
連
携
し
て
観
光
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す

れ
ば
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見
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と
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で
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が
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に
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を
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。町
の
知
名

度
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げ
、人
、物
、金
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が
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気
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る
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ち
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を
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と
で
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流
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や
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を
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げ
、「
大
村
湾
ア
サ
リ
」を
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的
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、
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に
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は
ど
う

か
。ま
た
、大
村
湾
を
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の
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も
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せ
持
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境
保
全
を
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の
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を
活

用
し
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動
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を
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に
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的
な
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点
で
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が
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る
。各
自
治
体
の

活
動
を
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一
緒
に
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え
ば
次
の
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が
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え
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な

動
き
が
生
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る
。

【
時
津
町
長
】大
村
湾
の
海
底
の
浄

化
や
水
質
の
保
全
が
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要
で
あ

る
。ま
た
、時
津
町
で
は
黒
ナ
マ
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を
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次
産
業
化
し
て
販
売
ま
で
つ

な
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い
る
が
、水
産
資
源
の
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産
業
化
や
、大
村
湾
ク
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で
ア
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ル
し
て
い
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た
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。

【
長
与
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長
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素
を
解
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す
る

環
境
対
策
、ペ
ー
ロ
ン
を
使
っ
た

観
光
振
興
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、大
村
湾
を
地
域
振
興
の
拠

点
と
し
て
地
元
産
品
の
６
次
産
業

化
を
図
っ
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い
き
た
い
。そ
の
た

め
に
も
大
村
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を
浄
化
し
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い
く

必
要
が
あ
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諫
早
市
長
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在
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の
観
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と
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え
ば
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　8月16日（土）に、大村湾流域自治体５市５町の広域的な連携と交流を促進し、地域の活性化を進
めるため、さくらホールで「大村湾サミット」を開催。会場には、500人近くの来場があり、大村湾の活性
化などについて各首長が見解を示しました。
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を
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現
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る
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と
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行
力
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市
で
あ
る
が
、そ
れ
を
線
で
つ
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て
地
域
ま
で
拡
大
し
、県
全
体

の
活
性
化
に
つ
な
げ
、全
体
で
浮

揚
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
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【
大
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市
長
】大
村
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に
住
民
が

も
っ
と
触
れ
合
う
機
会
を
つ
く

り
、美
し
く
し
た
い
と
い
う
意
識

を
高
め
て
浄
化
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、大
村
湾
魚
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類
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
自
転
車
で
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を
一
周
す
る

イ
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ト
な
ど
を
行
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た
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。

大
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を
活
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い

く
上
で
必
要
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こ
と
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長
崎
市
長
】行
政
主
体
で
は
な

く
、大
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に
関
心
の
あ
る
民
間

団
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や
企
業
、大
学
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
人
が
集
ま
り
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の
活
用
を

考
え
て
い
く
中
で
、徐
々
に
愛
着

が
わ
き
、ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
ん
で

い
く
の
で
は
な
い
か
。

【
大
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市
長
】大
村
湾
横
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道
路
を

建
設
し
た
い
。実
現
す
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ば
日
本
初
、

世
界
一
の
長
さ
の
フ
ロ
ー
テ
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グ

ブ
リ
ッ
ジ
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

海
を
使
っ
た
交
通
イ
ン

フ
ラ
に
つ
い
て

【
佐
世
保
市
長
】長
崎
空
港
を
い
か

に
活
用
す
る
か
。韓
国
、中
国
か
ら

の
観
光
客
を
誘
致
し
、長
崎
空
港

か
ら
県
内
、九
州
各
地
に
送
り
出

す
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の
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が
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と
な

る
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や
航
空
路
な
ど
の
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通
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ン
フ
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の
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を
急
ぐ
べ
き
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所
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流
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自
治
体
が
将
来
の
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ョ
ン
を
も
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て
、「
大
村
湾
は
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つ
」を
合
言
葉
に
連
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し
、全
国
的

に
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ル
す
る
な
ど
、県
の
発

展
に
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け
た
行
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を
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す
こ
と
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必
要
で
あ
る
。
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調
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演
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　シーハットおおむらで大村
湾フェスタを開催しました。会
場ではステージイベントや各
市町のスイーツ、物産の販売な
どがあり、多くの家族連れでに
ぎわいました。また、大村湾ク
ルーズ、少年少女スポーツ大会
も同時開催。大村湾を通して流
域自治体の皆さんと交流を深
めました。

※このイベントは自治
　総合センターの宝く
　じ助成金を活用して実施しました。

し 

つ 

い 

た 

い 

ぜ 

ん

澤田　秀雄　氏
ハウステンボス株式会社　

代表取締役社長　

　
地
域
の
活
性
化
と
夢

を
い
か
に
し
て
実
現
さ

せ
る
か
、一
番
に
大
切

な
こ
と
は「
夢
、目
標
を

き
ち
ん
と
持
つ
」こ
と
。

漠
然
と
し
た
夢
で
は
な

く
、目
を
つ
ぶ
れ
ば
す

ぐ
に
思
い
描
け
る
よ
う

な
明
確
な
夢
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
次
に
、「
強
い
意
欲
を
持
ち
明
る
く
元
気
に
や
る
こ
と
」で
す
。夢
を
実

現
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、失
敗
や
問
題
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
。中
国
に『
失
意
泰
然
』と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、問

題
や
失
敗
が
起
き
た
と
き
こ
そ
明
る
く
元
気
に
や
る
こ
と
で
早
く
立
ち

直
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。こ
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
れ
ば

必
ず
夢
を
実
現
で
き
ま
す
。

　
最
後
に
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」で
す
。ル
ー
ル
に
と
ら
わ
れ
た
り
失
敗
を
恐

れ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
こ
と
が
多
い
。し
か
し
、時
代
の
変
化
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
新
し
い
物
を
生
み
出
さ
な
い
と

い
け
な
い
。私
は
失
敗
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。た
だ
、失
敗
を
失
敗
と

し
て
終
わ
ら
せ
ず
、改
善
し
て
成
功
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。

　
民
間
事
業
で
も
地
域
で
も
同
じ
で
す
が
、こ
こ
で
し
か
や
っ
て
い
な
い

こ
と
、で
き
な
い
こ
と
を「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」と
し
て
見

つ
け
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。（
要
約
）

大村湾流域自治体の首長が語る～大村湾を活かしたまちづくり～大村湾流域自治体の首長が語る～大村湾を活かしたまちづくり～
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